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【事例】副業の高額サポート契約を勧誘され、お金がないと断ると、遠隔操作アプリを通して借金の仕方を指南された
　動画投稿サイトで広告を見て、副業サイトにアクセスし、無料通話アプリで友達登録した。「情報商材の購入が必要」と
いうので、約 2,000 円の情報商材を購入すると、後日、事業者から電話があり「詳細を説明するので予約するように」と
案内された。
　約束した日に事業者から電話で「アフィリエイトや動画配信サービスの仲介ビジネスで儲かる方法を教える。手っ取り早く
儲かる約 200 万円のサポートプランがあなたに合っている」と勧められた。「お金がない」と断ると、「貸金業者で借金
する方法を教えるのでスマートフォンに遠隔操作アプリを入れるように」案内され指示に従った。電話で事業者から言われる
ままスマートフォンの操作を行い、勤務先について嘘の申告をするように指示され、2 社の貸金業者から 50 万円ずつ合計
100 万円を借金し、指定された個人名義の口座に振り込んだ。「残金は別の貸金業者で借金するように」と言われたが、
借金の返済が苦しいので返金してほしい。

アドバイス
●「簡単に稼げる」「儲かる」ことを強調する広告をうのみにしないようにしましょう。
● 「借金」してまで契約しないようにしましょう。
●遠隔操作アプリは安易にインストールしないようにしましょう。
●遠隔操作等で貸金業者サイトに登録してしまったら、ID やパスワードを変更するなど悪用されないための対策をとりましょう。
●不安に思った場合は早めに消費生活センター等に相談しましょう。

【消費生活センター】
■日時　　月～金曜日（祝日、年末年始を除く ) ９：30 ～ 12：00 ／ 13：00 ～ 16：00　
■場所　　市役所分庁舎２階（商工観光課脇）
■その他　地域や団体などの希望に応じて、消費生活相談員を無料で派遣し、
　　　　　トラブルを未然に防止するための講座などを開催しています。

20歳代が狙われている！？

遠隔操作アプリを悪用して借金をさせる副業や投資の勧誘に注意

消 費 生 活
相談コラム
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問 消費生活センター　 （93）5348

住宅・土地統計調査にご協力ください

総務省統計局（千葉県・富里市）では、10 月 1 日を調査基準日

とする「令和 5 年住宅・土地統計調査」を実施します。

この調査は、住宅とそこに居住する世帯の居住状況、世帯の保有

する土地などの実態を把握し、住生活に関する計画や施策の基礎

資料として幅広く利用されます。

■対象　　　市内 124 地区（総務省から指定された調査区）

■実施時期　９月上旬：調査対象区にチラシの配布

　　　　　　９月下旬：調査対象世帯に調査票の配布

■回答方法　次のいずれかの方法でご回答ください

インターネット回答［推奨］

パソコン、スマートフォン、
タブレット端末から回答

問 広報情報課 （93）1119

調査票が入っていた
封筒に入れ郵便ポストに投函

調査員が訪問した際に、調査票が
入っていた封筒に入れ提出

紙での回答

調査の対象となる世帯は無作為に抽出され、

調査員が調査書類の配布に伺います。


